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たまに たねふね

主催 スペース０９（綾部市新庄町）　TEL：0773-21-7375　mail：space09tanefune@gmail.com
協賛：特別非営利活動法人ココペリ・ワン・ツー・ワン共催：地域組織研究所／松井裕督ファシリテーターオフィス

助成：京都府地域交響プロジェクト交付金／みんなであやべを盛りあげよう助成金　申請中

１２時３０分 から１６時

１１時３０分開場

綾部市西町三丁目南大坪３９番地の１０

電車：JR 綾部駅北口から東へ徒歩約３分

　車 ：綾部ＩＣ から約５分

あやべ・日東精工アリーナ
研修室

協力：綾部市社会福祉協議会／綾部市精神保健家族会／綾部市保健福祉部　障害者支援課／あやべボランティア総合センター／

　　　株式会社エフエムあやべ／京都府中丹東保健所　福祉課（五十音順）

立岩 真也（たていわ・しんや）

主なパネリストの紹介

開 催 場 所

社会学専攻。東京大学大学院社会学研究科博士課程単
位取得退学。立命館大学大学院先端総合学術研究科教
授。単著として『私的所有論』（勁草書房、1997、第
２版生活書院、2013）、『弱くある自由へ――自己決
定・介護・生死の技術』（青土社、2000）、『自閉症
連続体の時代』（みすず書房、2014）、他多数。

令和４年

当日は「スペース０９たまにたねふね」の
タコライスを販売します。

入場無料
先着５０名

グレーゾーン な人たちのグレーゾーン な人たちの

考えるシンポジウム考えるシンポジウム綾部から綾部から

＼ひきこもり・発達障害・不登校・若年性認知症・高次機能障害など／

土
公共の支援の対象にあてはまらないものの、

「みんな」と同じような暮らしが少し困難な人々

の現状を共有しあい、当事者や専門家の意見交

換と話し合いを綾部市を舞台におこないます。

シンポジウムの詳しい内容はフェイスブックの

イベントページで確認できます。

https://fb.me/e/1JnnN4EDf
右のQRコードからアクセスできます。

『生きづらさを抱える人たちへ』



パネリストの紹介

space

09
たまに たねふね

綾部市新庄町八田古８ー４
綾部駅下車　あやバス乗車10 分
石ノ隈バス停目の前 / 駐車場 6台あり

0773-21-7375

スペース０９ たねふねたまに

イベント・出張販売時は休む場合があります。

木・金・土 11 時オープン夕方か夜まで
日 11 時オープン 14 時クローズ

月火水　定休日

＜グレーゾーン（ひきこもり・発達障害・不登校）な人たちの 働く・学ぶ・食べるを綾部から考えるシンポジウム＞

シンポジウムに関するお問い合わせは「スペース０９たまにたねふね」へおねがいします。

『生きづらさを抱える人たちへ』

シンポジウムの概要

綾部市で障害者雇用や福祉的就労にあてはまらないけれども、通常の事業所での

勤務が難しい人たちの就労について考え、それに付随する学び、暮らしについて

焦点をあて議論をおこなう。

1．「スペース０９たまにたねふね」のご紹介　
報告者：阿辻まり子　コメンテーター：立岩真也

「スペース０９たまにたねふね」における、グレーゾーンにある人々による就労・労働に関する実践報告を行い
ます。共食事業「みんなの０９食堂　ワンコインランチ会」、大人の発達障害を考える会「とらんくぃるワーク
ショップ」などの事業についてご報告します。

２．グレーゾーン当事者の声
報告：グレーゾーン当事者３名　コメンテーター：立岩真也

「スペース０９たまにたねふね」にて働いている人々、また地元の当事者が労働や生活に関する思いを語り、
コメンテーターと対話します。

３．綾部市における就労支援について
報告者：綾部市福祉保健部　障害者支援課

綾部市における障害者福祉・就労支援等における現状の報告を受け、地域の実情に関する理解を深めます。

４．中丹地域における精神保健福祉について
報告者：京都府中丹東保健所　福祉課

福祉制度の利用対象にはならないものの就学、就労に困難を抱える人々に対する支援における今後の展望について。

５．パネルディスカッション「グレーゾーンな人々の地域生活」

保護猫２匹と漫画とグレーゾーンな人々と…

パネリスト：立岩真也・宮崎康支・豊平豪・尾川知・阿辻まり子　　司会：松井裕督

地域の実情や「スペース０９たまにたねふね」における実践、当事者の声、そしてパネリストによる学術的専
門性（社会学・言語学・文化人類学・哲学・社会福祉学）を踏まえ、グレーゾーンの人々の地域生活における
課題を考えます。

さまざまな世代・立場の人が気軽に集える「スペース」。たくさんの漫画や雑誌に囲まれた、静かで小さ

な居場所でおいしいカレーを食べられる場所です。自慢のメニューは独自ブレンドのスパイスカレー、
タコライス、ピタパン。特定非営利活動法人ココペリ・ワン・ツー・ワンが活動をサポートしています。
毎月１回、０９食堂（ワンコインランチ会）やとらんくぃるワークショップを開いています。

豊平 豪
( とよひら・たけし )

一般社団法人torindo代表理

事。専門は文化人類学。

舞鶴在住歴あり。

阿辻 まり子
（あつじ・まりこ）

スペース０９たまにたねふね

オーナー・スペース０９代表｡

社会福祉士。

宮崎 康支
( みやざき・やすし )

香川県生まれの当事者で、

社会言語学や障害者福祉の

研究者であり、英語の先生。

尾川 知（おがわ・とも）

NPOココペリ121所属、発達

障害当事者、よくある二次障

害はフラッシュバック。

専門は哲学。


